




Load Capacity of Oil Film between Two Rollers 
Toshio TESHIMA， Yasuo KA WABUCHI 
and Eiichiro KUMAGAI 
Having been discontented with the Gatcombe's mathematical aproximation on the 
load capacity of oi1 film at the contact surface of two rollers， Hersey obtained an exact 
solution by the graphical method of the load capacity of the above， assuming for brevity of 
ca1culation， the viscocity of oi1 vs. pressure relation to be expressed a parabolic equation. 
However， the variation of the viscociy of oi1 is mostly expressed an exponential function of 
pr白 sure.Hence， we obtained an exact solution of load capacity of oil fi1m after Hersey. 
The theoretical values were then ccmpared with the experimental ones， which were found 
to be considerably less than the theoretical values. In order to improve th己loadcapacity of 
the oi1 fi1m it was found necessary to keep the two shafts of the roIlers in perfect parallelism 




いる。 1938年 W.Peppler (1)は油の粘度を一定として解析しており， 1945年 E.K. Gatcombe (引







1 dp 一一 UTz戸 ;= 1 2rho ho (K1 cos4S -cos:lS) …....・ H ・...・ H ・-…(1 ) 
上式において μは油の粘性係数， pは抽膜圧力， hoは油膜最小厚さ I Klは積分常数であり，
x=下/云亙;;-tan S 
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である o (第1図参照)。油の粘性係数μはゲーす圧 pに対して次の式で変化するものとするo
μ = μo ellp ・……..・ H・.・ H ・-…・ (2) 
ここでμ。は大気圧における油の粘性係数， αは圧力指数で油
の種類によって決る常数であるo (2)式を (1)式に代入して積分

















となるo これは油の粘度変化を (2)式のごとく仮定した場合の油膜圧力分布を示す式である O さら
にこれより油膜圧力の最大になる位置を求めると， (6)式を徴分して dp/dT= 0とおいて T=
1/Y3を得るO これを (6)式に代入して油膜最大圧力 P四を求めると
1 . (_ 3y可 y
pm ーす 1nL 1- -4二~ H J ….....・H ・.....…・ (7) 
上式よりわかるように最大油膜圧力 P岬は H= 4/3 -v3 . . O7698で無限大になるoHの無限大
換言すると h= 0 ((5)式参照)で無限大になるのではなく， 2円筒間にある大きさの隙聞をもっ
て無限大の負荷能力を有することになるo
次に (6)式をXで積分して油膜負荷能力すなわち全圧力 F苅を求めると，
一 (0_ ~ 1n r1 -4H r.， ，TTT'~'\~ i Jα し (l+TlI)誼 J
=f-771n〔1-4HJw〕dT(-V布)
F帽=笥主(J/H)
ただし J = ("∞ー In「1- 4HIH 'ldT 4L(1十T温)品J
ー (8)
ー (9)
従って (9)式を積分すれば (8)式より油膜負荷能力は計算できるD しかし (9)式の積分は直接数式
的には困難であり，図式積分する必要があるo いま
f四(.. 4HT i J = ， -1n 1一一一一一一 IdTlL(1十TlI)lI) 






























































を示す。図において①は 第 3 図


































第6図， 第 7図，第8図および第9図はそれぞれ潤滑剤として60番スピンドノレ油 90番タービ
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